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ゆうばりあつマルシェ開催
12月27日、拠点複合施設りすたで「ゆうばりあつマルシェ」が開催されました。
会場には開始前から行列ができ、福袋やおもちが早々に完売。セール品の販売や野菜の詰め放題、

温かいそばのふるまい、抽選などたくさんの“お得”にあふれ、来場者と事業者の笑顔と活気が印象的
な催しでした。
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　1月11日、拠点複合施設りすたで『令和8年夕張市二十歳を祝う会』が行われ、市内外から23名が
出席しました。
　出席者を代表して、田中菱雅さんと佐藤ありささんが、これまで育て支えてくれた方々への感謝
の気持ちと、これからの人生に向けた決意など、抱負を述べました。

　

本
日
は
、私
た
ち
が
二
十
歳
と
い
う

人
生
の
大
き
な
節
目
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、こ
の
よ
う
な
式
典
を
開
催
し
て

い
た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。日
頃
よ
り
温
か
く
見
守
り
、導

い
て
く
だ
さ
っ
た
厚
谷
市
長
を
は
じ
め
、

ご
来
賓
の
皆
様
、そ
し
て
こ
れ
ま
で
愛

情
を
持
っ
て
育
て
て
く
れ
た
家
族
、地

域
の
方
々
に
、こ
の
場
を
借
り
て
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。生
ま
れ
育
っ

た
こ
の
夕
張
で
二
十
歳
を
迎
え
ら
れ
る

こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

私
は
夕
張
高
校
を
卒
業
後
、夕
張

市
役
所
へ
入
庁
し
ま
し
た
。初
め
て
の

こ
と
ば
か
り
で
失
敗
や
戸
惑
う
こ
と
が

多
く
、苦
労
の
日
々
で
し
た
。で
す
が
、

勤
務
中
に
市
民
の
方
々
か
ら
感
謝
の

言
葉
を
か
け
て
い
た
だ
き
、こ
の
仕
事

を
や
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
な
と
心
か
ら
思

え
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
市
民
の
方
々
に

頼
ら
れ
る
職
員
と
な
る
た
め
に
精
進

し
て
参
り
ま
す
。

　

ど
ん
な
と
き
も
20
年
間
そ
ば
で
支

え
て
く
れ
た
家
族
、苦
楽
を
と
も
に
し

た
友
人
、い
つ
も
温
か
く
見
守
って
く
れ

た
地
域
の
方
々
の
お
か
げ
で
成
長
し
、

今
の
私
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ま
で
を
振

り
返
り
、改
め
て「
人
と
の
つ
な
が
り
の

大
切
さ
」を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
学
生
や
社
会
人
な
ど
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
異
な
る
道
を
歩
ん
で

い
ま
す
が
、二
十
歳
を
迎
え
た
今
、こ
れ

か
ら
は
一
人
の
大
人
と
し
て
自
分
の
行

動
に
責
任
を
持
ち
、主
体
的
に
考
え
て

行
動
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
た
ち
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、こ
れ

か
ら
の
人
生
を
歩
ん
で
行
く
こ
と
を
こ

こ
に
宣
言
し
、二
十
歳
を
祝
う
会
代
表

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

田中 菱雅さん

　

本
日
は
、私
た
ち
の
二
十
歳
と
い
う

節
目
を
迎
え
る
こ
の
機
会
に
、素
敵
な

式
典
を
開
催
し
て
く
だ
さ
り
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。厚
谷
市
長
を

は
じ
め
、ご
来
賓
の
皆
様
よ
り
ご
祝
辞

や
励
ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、私
は
介
護
福
祉
士
に
な
る
た

め
、生
ま
れ
育
っ
た
夕
張
か
ら
専
門
学

校
に
通
い
、日
々
勉
学
に
励
ん
で
い
ま

す
。介
護
技
術
は
も
ち
ろ
ん
、そ
れ
に

伴
う
知
識
や
制
度
、介
護
福
祉
士
に

認
め
ら
れ
て
い
る
医
療
行
為
な
ど
、高

佐藤 ありささん

校
の
と
き
と
は
ま
た
異
な
っ
た
勉
強
の

難
し
さ
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。今
月

25
日
に
は
国
家
試
験
を
控
え
て
お
り
、

理
想
と
し
て
い
る
介
護
福
祉
士
に
な
る

た
め
学
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。し
か
し
、

そ
の
学
校
生
活
も
3
月
で
終
わ
り
を

迎
え
、春
か
ら
は
社
会
人
と
し
て
人
を

助
け
る
立
場
と
な
り
ま
す
。就
職
後

も
こ
の
生
ま
れ
育
っ
た
夕
張
で
活
躍
で

き
る
人
材
に
な
れ
る
よ
う
、精
進
し
て

参
り
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
経
験
し
離
れ
た

場
所
で
も
と
も
に
歩
ん
で
き
た
友
人

た
ち
、い
つ
も
笑
顔
で
挨
拶
し
見
守
っ
て

く
だ
さ
る
地
域
の
方
々
、喜
び
も
悲
し

み
も
ど
ん
な
と
き
で
も
私
を
受
け
止

め
て「
気
を
つ
け
て
帰
っ
て
き
て
ね
」や

「
お
か
え
り
」と
待
っ
て
く
れ
て
い
た
家

族
、身
の
回
り
の
優
し
く
あ
た
た
か
い

方
た
ち
に
囲
ま
れ
て
今
日
ま
で
過
ご
せ

た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、こ
れ
ま
で
育

て
て
く
れ
た
家
族
、地
域
の
方
々
、そ
し

て
本
日
私
た
ち
の
た
め
に
こ
の
よ
う
な

会
を
開
い
て
く
だ
さ
っ
た
関
係
者
の
皆

様
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
、二
十

歳
を
祝
う
会
の
代
表
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

令
和
8
年
　
二
十
歳
を
祝
う
会
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○夕張市財政再生計画の変更（令和７年度第５次（１月））の内容

○令和７年度１月補正予算の内容

総務大臣あてに協議を行った「夕張市財政再生計画の変更＜令和７年度第５次＞」について、
総務大臣から同意が得られました。今回の計画変更による財政再生計画期間の変更はありま
せん。

同意が得られた変更は、食料品価格などの物価高騰の影響を受けている生活者や事業者な
どに対する支援を実施するもので、主な内容は以下のとおりです。

令和８年１月に総務大臣の同意が得られた「夕張市財政再生計画の変更」に基づき、一般会
計、水道事業会計について予算の補正を行いました。

なお、上記歳出の財源として、国からの補助金などを充当しています。

《財政再生計画の変更内容》
　令和７年度第５次の計画変更
　＜一般会計＞　変更総額　147,215千円

《令和７年度予算の補正を行った会計と補正予算額》

＜問合せ先＞
　市財政係　☎52－3122

（単位：千円）

変更する内容 増減額（単位：千円）

7,245市内医療機関、社会福祉施設などに対し、光熱費および食材料費など
の一部を支援するための経費

17,524低所得世帯に対し、冬期間の灯油購入費用の値上がり分を支援するた
めの経費

12,395子育て世帯に対し、0歳から高校3年生までの子ども1人当たり2万円の
子育て応援手当を給付するための経費

1,398子育て世帯の中でも、とりわけ影響を受けているひとり親家庭に対し、
子ども1人当たり2万円を給付するための経費

37,099一般家庭および企業など（公的機関などを除く）の全契約者を対象に、
水道基本料金を一律免除するための経費

11,539農業生産者に対し、施設園芸における暑熱対策費用の一部を支援する
ための経費

60,015市民生活における消費需要の下支えや地域経済活性化を図るため、30
％のプレミアム付き商品券を発行する経費

計

会計名

一般会計

補正の内容
計画変更で計上した各事業
経費

補正額

147,215

補正後予算額

11,064,209

水道事業会計 水道基本料金の一律免除に
係る経費 990 423,476

147,215

（単位：千円）
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ごみ組成調査結果 ～分別のお願いについて～
　夕張市では、ごみの減量化および一般廃棄物最終処分場を今後も長く運用していくため、今年度
は令和７年7月と令和７年10月に家庭系ごみの性状を調べる調査を実施しました。
　調査対象は、市街地区および農村地区から収集した一般ごみです。

　家庭系ごみとして正しく排出されているごみの割合は81％であり、本来、入っているはずのない
資源物が19％含まれている状況です。
　資源物として混入しているものの内訳は、プラスチック製容器包装が42％、紙製の容器包装26％、
ペットボトル11％などとなっており、これらは分別をして資源回収に出せばリサイクル可能です。

資源物は資源物として出せば無料です。
※ごみ分別辞典を参照いただき、種類ごとに内容物、付着物を洗い流し、乾かして出すようにお願いします。

家庭系ごみ組成調査の結果

【混入していた資源物】

プラスチック製容器包装

問合せ先　市環境生活係（☎52－3108）

紙製の容器包装

一般ごみ
81％

資源物
19％

段ボール
３％

空き缶
６％

空きビン
８％

紙パック
４％

紙製の
容器包装
26％

プラスチックの
容器包装
42％

ペットボトル
11％

ごみの分別は、ルールを守るようご協力をお願いします。
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リサイクルコーナー適正利用のお願い

市が設置しているリサイクルコーナーにおいて、たびたび不法投棄が発生しています。
回収対象外の廃棄物が投棄されることで、リサイクル作業に支障が生じています。

電池・蛍光管・電球・雑誌・本・新聞紙・小型家電・古着 のみ
※回収していないものもありますので、ごみ分別辞典やごみ収集カレンダーをご確認くだ

さい。

不法投棄は法律で禁止されており、場合によっては罰則の対象となります。
リサイクルコーナーは、ルールを守って利用する場所です。

決められた分別方法・利用時間を必ず守ってご利用ください。

回収可能な品目

不法投棄の例

２月７日は「北方領土の日」 択捉島

色丹島

歯舞群島
はぼまいぐんとう

しこたんとう

くなしりとう

えとろふとう

国後島

語るたび
　　その四島（しま）がまた
　　　　　　　　　　近くなる
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確
定
申
告（
所
得
税
）と

　
市・道
民
税
申
告
相
談
の

　
　
　
　
　
　 

お
知
ら
せ

確定申告と市・道民税申告は電子申告が便利です！

※詳細について、確定申告は国税庁ホームページ、市・道民税申告は市ホームページをご覧ください。

　確定申告はｅ-Ｔａｘ、市・道民税申告は個人住民税電子申告システムを利用して、スマー
トフォンやパソコンから簡単・便利に申告ができます。申告会場は混み合うことが予想さ
れますので、是非ご利用ください。

◎
申
告
に
必
要
な
も
の

◆
個
人
番
号
カ
ー
ド
か
、通
知
カ
ー
ド

な
ど
個
人
番
号
が
わ
か
る
も
の
と

運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確
認
が
で

き
る
も
の

◆
本
人
名
義
の
預
金
通
帳
な
ど
口
座

番
号
の
わ
か
る
も
の（
還
付
に
な
る

方
の
み
）

◆
令
和
7
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
の
収
入
が
確
認
で
き
る
も
の

①
給
与
・
年
金
の
源
泉
徴
収
票（
コ

ピ
ー
不
可
）

②
そ
の
他
収
入
、経
費
を
証
明
す

る
も
の

◆
控
除
に
必
要
な
支
払
証
明
書
な
ど

（
令
和
７
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
に
支
払
っ
た
も
の
、コ
ピ
ー
不

可
）

①
社
会
保
険
料
の
領
収
書（
国
民
年

金
保
険
料・健
康
保
険
料
な
ど
）

※
市
の
国
民
健
康
保
険・後
期
高
齢

者
医
療
保
険・介
護
保
険
で
口
座

振
替
の
方
は
不
要
。

②
生
命
保
険
料
・
地
震
保
険
料
の

控
除
証
明
書

③
寄
附
金
控
除
証
明
書

④
障
害
者
手
帳
・
障
害
者
控
除
対

象
者
認
定
書

⑤
医
療
費
控
除
の
明
細
書　

な
ど

※
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、

「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」を
添

付
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、必
ず
事
前
に
作
成
し

持
参
し
て
く
だ
さ
い

　

明
細
書
の
様
式
に
つ
い
て
は
、市
税

務
課
、南
支
所
お
よ
び
各
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
に
設
置
し
て
い
る
ほ
か
国
税
庁
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
明
細
書
の
記
入
例
は
広
報
１
月
号
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
）

「
医
療
費
控
除
の
対
象
」

●
令
和
７
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
の
医
療
費
支
払
額
が
10
万

円（
所
得
が
２
０
０
万
円
未
満
の
方

は
所
得
の
５
％
）を
超
え
る
額
が
控

除
対
象

◎
市
・
道
民
税
の
申
告

　

所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
い

場
合
で
あ
っ
て
も
、市・道
民
税
の
申
告

に
よ
り
、国
民
健
康
保
険
料
や
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
、介
護
保
険
料
な

ど
の
軽
減
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、課
税・所
得
証
明
書
が
必
要

と
な
る
方
も
、申
告
が
必
要
で
す
。

◎
事
業
所
得
な
ど
の
申
告
相
談

　

事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
・
譲
渡

所
得
な
ど
の
あ
る
方
は
、岩
見
沢
税
務

署
で
申
告
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先

市
賦
課
係 

☎
52
―
3
1
2
0

岩
見
沢
税
務
署

☎
0
1
2
6
―
22
―
0
8
1
0

（
音
声
案
内
で「
２
」を
選
択
）

※会場内の混雑緩和のため、電子申告や郵送による申告にご協力をお願いし
ます。

※事業所得や不動産所得・譲渡所得などのある方は、岩見沢税務署で申告と
なります。

日　　程　　表

清水沢1～3・清栄町・
清湖町・宮前町・清陵町・
南清水沢1～4・南部・
沼ノ沢・真谷地・紅葉山・

楓・登川・滝ノ上

住初・社光・本町・旭町・
昭和・末広・鹿の谷・
千代田・常盤・平和・
若菜・日吉・富野

市内全域

市内全域

16：00
10：00

9：00

17：00

17：00

19：00

19：00

16：00

市役所本庁舎
２　階

拠点複合施設
「りすた」

多目的ホール

月　日 会　場 開始
時間

終了
時間 お住まいの地区

16日
17日
18日
19日
20日
24日
25日
26日
27日
2日
3日
4日

２月

３月

5日
6日
9日
10日
11日
12日
13日
16日

(月)
(火)
(水)
(木)
(金)
(火)
(水)
(木)
(金)
(月)
(火)
(水)
(木)
(金)
(月)
(火)
(水)
(木)
(金)
(月)
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■国保のお話 vol.64
①「医療費のお知らせ（医療費通知）」を送付します

医療機関を受診した世帯全員の医療費が示してある「医療費のお知らせ（医療費通知）」を世帯主
宛にお送りします（世帯の中に受診者がいなければ送付されません）。

◎医療費通知の活用例
☆ 医療費の推移が一目で把握でき、健康状況の把握や健康管理に活用できます。
☆ 医療費控除の申告手続きに使用することができます。
※記載されていない受診情報がある場合、「医療費控除の明細書」の作成が必要となり、申告後も

領収書を保管していただくことになります。医療費控除の申告に関することは、税務署に問い合
わせください。

②リフィル処方箋について

リフィル処方箋は、症状が安定している患者で一定の要件を満たした場合に、医師が定めた期間内
に最大３回まで繰り返し使用可能な処方箋です。

通常の処方箋では、医師が決めた日数分の薬を１回だけ受け取れますが、リフィル処方箋では、診
察を１回受けて１通の処方箋を発行してもらうだけで、一定の間隔で最大３回まで繰り返し薬を受け
取ることができるので、通院の負担が減ります。

※処方の期間は薬や症状などに応じて医師が個別に判断します。
※リフィル処方箋を希望される方は、医師や薬剤師にご相談ください。

③バイオ後続品（バイオシミラー）について

バイオ後続品は、先行バイオ医薬品の特許が切れた後に、他の製薬会社から発売される薬で、先行
バイオ医薬品と同等、同質の品質、安全性、有効性を有する医薬品です。

●そもそも、バイオ医薬品とは何？
バイオ医薬品は、バイオテクノロジーを応用して生産されたタンパク質を有効成分とする医薬品です。

●バイオ医薬品やバイオ後続品は、今までは治療が難しかった病気への効果が期待されています。
また、バイオ後続品は、一般的に先行バイオ医薬品よりも研究開発に要する費用が低く抑えられる

ことから、先行バイオ医薬品に比べて薬価が安くなっています。
※バイオ後続品は原則として、特許が切れたバイオ医薬品の70％の値段になります。

●バイオ医薬品、バイオ後続品が使われている病気の例は、がん、糖尿病、関節リウマチ、腎性貧
血、低身長、クローン病、潰瘍性大腸炎、加齢黄斑変性などです。
※バイオ後続品（バイオシミラー）に関心がある方は、医師や薬剤師にご相談ください。

令和８年２月（中旬） 令和７年１月～令和７年11月

令和８年３月（上旬） 令和７年12月

発　送　月 診　療　月

問合せ先　市健康保険係　☎52－3105
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☎（0123）57－7781　FAX（0123）57－7783
〒068-0425　夕張市若菜8番地／https://www.houseikai.or.jp/yubari夕張市立診療所お問い合わせ

健康長寿プロジェクト 開催決定！
　第12回健康長寿プロジェクトの開催が決定しまし
た。今回のテーマは摂食嚥下について。皆さんは人
生最後に何が食べたいですか？好きなものを美味し
く食べながら健康長寿を目指すためのサポート体
制などについてお話しします。ぜひお越しください。

日時：2026年2月4日(水) 13:30～　　
場所：市立診療所 待合ホール
講師：松原 光代 先生
　　　(東苗穂にじいろ歯科クリニック院長)

もの忘れ外来についてお知らせ
　第２・４月曜(午後)のもの忘れ外来は令和８年３月いっぱいで終了させていただく運びとなりました。最終
診察日は３月23日(月)となります。もの忘れ外来通院中の方でご不明な点がございましたら、お問い合わせ
ください。なお、新患の受付は行っておりませんのでご了承ください。
　ご迷惑をおかけしますが、ご理解の程よろしくお願い申し上げます。

「家で暮らす」を支える在宅介護支援

�ࣥر࠵Ѻ࠘ܓӡુ׺

ທ฽ơǠ

　夕張豊生会の居宅事業所は住み慣れた家で長く暮らしていただく
ためのお手伝いをしています。お気軽にご相談ください。

２月外来診療体制
月 火 水 木 金

総合診療科

歯　　　科午 前

松島・出張医

保屋野

－－

－

訪問歯科のため休診

訪問歯科のため休診

諌山・出張医

出張医

久　原

久　原

諌山・髙野

八田 または 保屋野

諌山・濱津

専 門 外 来 耳鼻咽喉科
（６・13・20・27日）

循環器内科
（４・18日）

泌尿器科 ※予約不要
（３・10・17・24日）

八田（２・16日）
※９日休診(訪問歯科)

総合診療科

歯　　　科午 後

出張医

保屋野

諌山 または 松島

八田 または 保屋野

諌山・濱津

専 門 外 来 耳鼻咽喉科
（６・13・20・27日）

整形外科 ※予約不要
（３・10・17・24日）

整形外科 ※予約不要
（18日）

整形外科 ※予約不要
（５・12・19・26日）

婦人科
（５・12・19・26日）

八田（２・16日）
※９日休診(訪問歯科)

※医師は変更となる場合もございます　※土・日・祝は休診です。
※泌尿器科・整形外科以外は予約制です。
※受付時間…8：15～11：00／13：15～16：00（耳鼻咽喉科…9：30～11：30／12：30～15：00）

諌山 または 松島

もの忘れ外科
（９日）

　介護支援専門員（ケアマネ
ージャー）がご自宅に伺いお体
のことや生活状況等をお聞き
し利用可能なサービスの情報
をお伝えします。利用にあたっ
て必要な手続きや希望サービ
スとの調整をします。

☎57－7003

ȡȴȚáȂȏáȀȰȼ

ǞǠƳƚ
　訪問介護員が4名在籍して
います。ご自宅でのお困りごと
を一緒に行うことで、生活を
支えることができます。
・身体介護
・通院等乗降介助
・生活援助

☎57－7002

૾НฦଔچȐǭǾáȜȂ

Ƙưǔƭƚ
　生活リハビリと交流の場。少
人数制なので、それぞれのご利
用者様の症状に合わせた対応
が可能です。　  ☎57－7066
8:30   ご自宅までお迎え
9:00   健康確認・体操・入浴
12:00 昼食
13:00 レクリエーション
15:00 おやつ
16:00 ご自宅までお送りします

広報ゆうばり　2026年2月号 ８



　

本
市
で
は
、小
学
３
年
生
以
上
、夕
張
高
校
３

年
生
ま
で
の
学
年
で
、小
中
高
一
貫
オ
ン
ラ
イ
ン
英

会
話
授
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
画
面
を
通
し
、外
国
人
講

師
と一
対
一、あ
る
い
は
複
数
人
の
グ
ル
ー
プ
で
英
語

の
み
を
使
っ
て
英
会
話
の
授
業
を
行
い
ま
す（
左

写
真
）。

　

こ
の
取
組
み
は
、平
成
29
年
度
か
ら
行
っ
て
お

り
、今
年
で
９
年
目
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
９
年
間

で
、オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
授
業
を
き
っ
か
け
に
、英

語
の
学
習
に
力
を
注
ぎ
、難
関
の
国
立
大
学
に
一

般
入
試
で
合
格
し
た
夕
張
高
校
卒
業
生
が
い
る

な
ど
、成
果
が
表
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、毎
回
違
う
外
国
人
講
師
と一対
一で
英

語
の
み
で
会
話
を
行
う
こ
と
に
、抵
抗
感
を
感
じ
た

り
、通
常
教
科
の
英
語
の
授
業
内
容
と
連
動
し
た

オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
授
業
と
な
る
よ
う
調
整
し
た

り
、課
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、よ
り
効
果
的
な
取
組

み
に
な
る
よ
う
改
善
を
加
え
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、約
２
９
０
万
円
の
市
の
予
算
で
、各

学
年
と
も
年
間
11
回
か
ら
13
回
の
オ
ン
ラ
イ
ン
英

会
話
授
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ネ
イ
テ
ィ
ブ
な
英
語
に
触
れ
、こ
れ
か
ら
ま
す
ま

す
進
展
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
を
生
き
抜
く
力
を

少
し
で
も
身
に
付
け
て
ほ
し
い
と
願
って
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、多
く
の
夕
張
の
子
ど
も
た
ち
が
、将

来
、国
際
社
会
の
中
で
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

い
じ
め
は
、い
じ
め
を
受
け
た
子
ど
も
の
教
育

を
受
け
る
権
利
を
侵
害
し
、心
身
の
成
長
や
人
格

の
形
成
に
影
響
を
与
え
、さ
ら
に
、命
や
体
も
危

険
に
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
り
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
た
ち
が
違
い
を
認
め
合
い
、親
和
的
な

友
人
関
係
を
築
き
上
げ
、笑
顔
あ
ふ
れ
る
希
望
に

満
ち
た
学
校
生
活
を
送
る
た
め
、「
い
じ
め
は
、ど

の
子
に
も
、ど
の
学
校
に
も
起
こ
り
得
る
。」と
い

う
認
識
に
立
ち
、未
然
に
防
止
し
、い
じ
め
を
見

逃
す
こ
と
な
く
早
期
に
発
見
し
、適
切
に
対
処
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

小
学
校
、中
学
校
で
は
、児
童
生
徒
に
対
し
て

い
じ
め
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
年
３
回
実

施
し
て
い
ま
す
。ま
た
、教
育
相
談
な
ど
を
通
し

て
、い
じ
め
の
早
期
発
見
、未
然
防
止
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
の
小
中
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
の
認
知

件
数
は
、昨
年
12
月
末
現
在
、小
学
校
で
55
件
、

中
学
校
で
３
件
で
す
。

 

主
な
い
じ
め
の
形
態
と
し
て
は
、悪
口
を
い
わ
れ

る
、無
視
さ
れ
る
、叩
か
れ
る
、蹴
ら
れ
る
、ラ
イ
ン

な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
し
て
傷
つ
く
言
葉
を
書
か
れ
る

な
ど
で
す
。

　

小
学
校
の
件
数
が
多
い
の
は
、「
嫌
な
こ
と
を
さ

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
」と
い
う
質
問
に
対
し
、

主
に
低
学
年
児
童
か
ら「
あ
る
」と
い
う
回
答
が

多
数
あ
り
、こ
れ
ら
を『
単
な
る
ケ
ン
カ
』と
か『
悪

ふ
ざ
け
』、『
他
愛
も
な
い
な
こ
と
』な
ど
と
は
捉
え

ず
、「
い
じ
め
見
逃
し
ゼ
ロ
」と
い
う
観
点
で
、そ
の一

つ一つ
を
丁
寧
に
聞
き
取
り
、指
導
や
対
応
を
行
っ

て
い
る
た
め
で
す
。

　

学
校
で
は
、未
然
防
止
の
た
め
児
童
生
徒
自
身

が
、い
じ
め
を
自
分
事
と
捉
え
、い
じ
め
撲
滅
を
目

指
す
集
会
や
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
も
い
じ
め
を
見
逃
さ
ず
、早
期
解
決
、未

然
防
止
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、保
護

者・地
域
の
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

夕
張
市
に
お
け
る
特
色
あ
る
教
育
活
動

　
　
　「
小
中
高一貫
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
授
業
」に
つ
い
て

『
い
じ
め
の
撲
滅
、

　
い
じ
め
見
逃
し
ゼ
ロ
』を

　
　
　
　
　
　  

目
指
し
て

＊＊＊ 昨年12月26日付で夕張市教育委員会教育長が交代しました！ ＊＊＊

～ ６年間お世話になりました！ ～
◆退任あいさつ ◆就任あいさつ

　２期６年にわたり、夕張の子どもたちの健やかな成長と「賑わ
いの創出」による地域のウェルビーイングの向上に努めてまい
りました。
　新型コロナウィルスの感染拡大など予期せぬ出来事もあり
ましたが、子どもたちや先生方、保護者や地域の方々など、多
くの市民の皆様の温かいご支援のお陰で職務に励むことがで
きたと思っております。
　今後も、本市の教育行政の推進にご理解とご支援をお願い
申し上げ、退任のあいさつといたします。
　誠にありがとうございました！

前教育長　小 林 広 明 

～ 歴史と文化の薫るまち夕張にて ～
　私は夕張で生まれ育った生粋の夕張っ子です。故郷の後輩で
ある子どもたちのために、誠心誠意職務を全うする覚悟でござ
います。
　夕張は、幾多の困難を乗り越え、今を築いてきました。課題は
今なお存在しておりますが、市民の力を結集し克服していかね
ばなりません。中でも教育は、持続可能な地域社会の確立のた
めには極めて重要です。未来を創る子どもたちが安心して学べ
る環境を全力で創っていきます。
　ALL夕張の気概で一丸となって、地域の宝である子どもたち
を育んでいきましょう。ともにお願いいたします。

教育長　有 村 宏 紀 

教
育
委
員
会
だ
よ
り
市
学
校
教
育
係　

☎
57
―
７
５
８
１

市
社
会
教
育
係　

☎
５７
―
７
７
１
１
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１２
月
７
日
ゆ
う
ば
り
文
化
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た『
夕
張
太
鼓

興
起
５５
周
年
・
夕
張
太
鼓
保
存
会「
竜

花
」設
立
４０
周
年
記
念
演
奏
会
』に
お
い

て
、本
校
生
徒
が
よ
さ
こ
い
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

本
校
学
校
祭
の
た
め
に
何
度
も
練
習

し
た
よ
さ
こ
い
を
再
び
披
露
す
る
機
会

を
い
た
だ
き
、当
日
に
向
け
て
有
志
生

徒
30
名
が
複
数
回
に
わ
た
り
動
き
を
合

わ
せ
て
き
ま
し
た
。生
徒
会
長
の
２
年

生
の
高
橋
さ
ん
が「
最
後
ま
で
元
気
い
っ

ぱ
い
で
踊
り
ま
す
」と
代
表
挨
拶
し
、演

舞
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
、こ
の
よ
う
な
機
会
を
い
た
だ

い
た
夕
張
太
鼓
保
存
会「
竜
花
」の
皆
様

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

12
月
11
日
、本
校
体
育
館
に
て
、栗

山
警
察
署
生
活
安
全
課
の
方
を
講
師

に
、防
犯
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

前
半
は
防
犯
に
関
す
る
講
話
を
し
て

い
た
だ
き
、基
本
的
な
防
犯
対
策
は
も

ち
ろ
ん
、日
頃
か
ら「
自
分
が
被
害
に
遭

う
か
も
し
れ
な
い
」と
い
う
意
識
を
持
っ

て
生
活
す
る
こ
と
を
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、後
半
で
は
、自
分
の
身
を
守
る

た
め
の「
護
身
術
」も
教
え
て
い
た
だ

き
、生
徒
が
熱
心
に
取
り
組
む
な
ど
、非

常
に
充
実
し
た
防
犯
教
室
と
な
り
ま
し

た
。

　

お
忙
し
い
中
、本
校
生
徒
の
た
め
に

貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
栗

山
警
察
署
生
活
安
全
課
の
皆
様
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

12
月
13
日
、３
年
生
の
就
職・専
門
学

校
進
学
コ
ー
ス
の
生
徒
５
名
３
チ
ー
ム

が
、札
幌
学
院
大
学
新
札
幌
キ
ャ
ン
パ

ス
で
実
施
さ
れ
た
第
５
回
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
最
終
審
査
に
出
場
し

ま
し
た
。

　

最
終
審
査
に
は
、総
合
実
践
の
授
業

で
企
画
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン『
い
の
ち

巡
る
ま
ち
づ
く
り
計
画
』『
揚
げ
の
真
骨

頂
大
作
戦
』『
青
果
鮮
度
保
持
物
流
シ

ス
テ
ム
新
鮮
護
り
機
構
』の
３
つ
が
エ
ン

ト
リ
ー
さ
れ
、審
査
員
や
他
校
の
出
場

生
徒
の
前
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

生
徒
は
緊
張
し
た
面
持
ち
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、堂
々
と
自
身
の
企
画
に
つ

い
て
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、『
い
の
ち
巡
る
ま
ち
づ

く
り
計
画
』『
揚
げ
の
真
骨
頂
大
作
戦
』

が
奨
励
賞
、『
青
果
鮮
度
保
持
物
流
シ

ス
テ
ム
新
鮮
護
り
機
構
』が
優
秀
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。生
徒
か
ら
は「
大
勢
の

　

12
月
15
日
、夕
張
高
等
養
護
学
校
に

お
招
き
い
た
だ
き
、吹
奏
楽
部
の
生
徒

と
の
音
楽
交
流
授
業
が
行
わ
れ
ま
し

た
。全
員
が
ク
リ
ス
マ
ス
の
仮
装
を
し

て
４
曲
を
演
奏
し
た
後
、ア
ン
コ
ー
ル
曲

も
披
露
し
ま
し
た
。そ
の
後
は
、そ
れ
ぞ

れ
が
担
当
し
て
い
る
楽
器
の
紹
介
も
行

い
ま
し
た
。

　

演
奏
後
に
は
、夕
張
高
等
養
護
学
校

の
生
徒
の
皆
さ
ん
が
喜
ん
で
く
れ
た
こ

と
が
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
と
部
員
同
士

が
話
を
し
て
い
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な

貴
重
な
機
会
を
い
た
だ
き
、夕
張
高
等

養
護
学
校
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
し

ま
す
。

前
で
発
表
で
き
て
良
い
経
験
と
な
っ
た
」

「
自
身
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
が
受
賞
で

き
て
、と
て
も
嬉
し
い
」と
い
っ
た
感
想

が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
参
加
は
、他

校
の
取
組
み
を
知
り
、自
ら
の
取
組
み

を
振
り
返
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。今
回
の
経
験
を
２
年
生
へ
と
引
き

継
ぎ
、次
年
度
以
降
の
商
品
開
発
な
ど

へ
役
立
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

キ
ラ
リ
！
〜
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
〜

問
合
せ
先　

夕
張
高
校　

☎
59
―
７
８
０
８

『
夕
張
太
鼓
55
周
年
記
念
演
奏
会
』

　
　
　
　
　
　
　

  

よ
さ
こ
い
演
舞
披
露

令
和
７
年
度
防
犯
教
室

札
幌
学
院
大
学
主
催
第
５
回
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

夕
張
高
等
養
護
学
校
と
の
交
流
授
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吹
奏
楽
部
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※
夕
張
市
立
診
療
所
の
婦
人
科
で
診

療
さ
れ
て
い
る
高
野
先
生
に
寄
稿
い

た
だ
き
ま
し
た
。

丈
夫
な
骨
で
あ
る
た
め
に

　

骨
粗
鬆
症（
こ
つ
そ
し
ょ
う
し
ょ
う
）

検
診
を
受
け
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
？
女
性
は
40
歳・45
歳・50
歳・55
歳・

60
歳・65
歳・70
歳
で
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。骨
粗
鬆
症
と
は
、骨
の
量
が

減
っ
て
骨
が
も
ろ
く
な
り
、骨
折
し
や

す
く
な
る
病
気
で
す
。2
0
2
3
年
の

骨
粗
鬆
症
検
診
受
診
率（
全
国
）は
、

5・7
%
。驚
く
ほ
ど
低
い
で
す
。も
っ

た
い
な
い
。都
道
府
県
別
に
み
る
と
、北

海
道
は
2
%
に
も
届
き
ま
せ
ん
。ワ
ー

ス
ト
5
。特
に
、40
歳・45
歳
で
の
受
診

率
が
極
め
て
低
い
の
で
す
。

　

検
診
で
は
、骨
密
度（
こ
つ
み
つ
ど
）

検
査
と
い
っ
て
、骨
の
量
や
成
分
を
測

定
し
ま
す
。女
性
は
更
年
期
以
降
骨

密
度
が
下
が
っ
て
い
く
た
め
、気
づ
か
な

い
う
ち
に
骨
粗
鬆
症
に
な
っ
て
い
る
こ

と
も
多
い
の
で
す
。50
歳
代
の
女
性
が

転
倒
し
て
手
首
や
太
腿
の
骨
が
折
れ

て
し
ま
う
こ
と
も
、決
し
て
ま
れ
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
で
は
、丈
夫
な
骨
で
い
て
も
ら

う
た
め
に
、年
代
別
の
骨
粗
鬆
症
予
防

の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

女
性
は
15
歳
か
ら
18
歳
頃
に
人
生

最
大
の
骨
量
に
達
し
ま
す
。ま
ず
は
思

春
期
ま
で
に
、十
分
に
骨
を
強
く
し
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。骨
を
丈
夫
に

す
る
に
は
栄
養
と
運
動
で
す
。バ
ラ
ン
ス

よ
く
栄
養
を
と
る
こ
と
、適
度
な
運
動

を
す
る
こ
と
。10
代
の
と
き
の
過
度
な

ダ
イ
エ
ッ
ト
や
偏
食
、運
動
不
足
な
ど

の
生
活
習
慣
が
、そ
の
後
の
人
生
の
骨

密
度
に
影
響
を
与
え
て
し
ま
い
ま
す
。

女
性
ア
ス
リ
ー
ト
の
骨
粗
鬆
症
も
見
逃

せ
ま
せ
ん
。激
し
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ

り
体
が
利
用
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
不
足

す
る
と
、痩
せ・低
骨
密
度・無
月
経
と

いっ
た
症
状
が
出
て
き
ま
す
。女
性
ア

ス
リ
ー
ト
で
体
重
が
減
っ
て
月
経
が
無

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、骨
も
も
ろ

く
な
って
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

青
年
期
以
降
40
歳
ま
で
の
間
、骨
は

代
謝
を
繰
り
返
し
て
骨
量
を
維
持
し

ま
す
。で
き
る
だ
け
骨
量
を
減　

ら
さ

な
い
よ
う
に
、や
は
り
、栄
養
と
運
動
で

す
。積
極
的
に
摂
り
た
い
の
は
カ
ル
シ

ウ
ム
、ビ
タ
ミ
ン
D
、ビ
タ
ミ
ン
K
、タ
ン
パ

ク
質
で
す
。ビ
タ
ミ
ン
D
は
、日
光
を
浴

び
る
こ
と
で
生
成
さ
れ
ま
す
。食
事
か

ら
の
摂
取
に
加
え
て
、15
分
か
ら
30
分

の
日
光
浴
が
、骨
粗
鬆
症
予
防
に
効
果

的
で
す（
肌
に
直
接
紫
外
線
が
当
た
る

こ
と
が
必
要
で
、窓
越
し
で
は
効
果
が

な
い
の
で
、外
に
出
て
当
た
り
ま
す
）。

ま
た
、妊
娠
授
乳
期
は
、赤
ち
ゃ
ん
へ
の

カ
ル
シ
ウ
ム
供
給
の
た
め
カ
ル
シ
ウ
ム
が

不
足
が
ち
に
な
り
ま
す
の
で
、特
に
気

を
つ
け
て
ほ
し
い
時
期
で
す
。

　

閉
経
以
降
、加
齢
や
女
性
ホ
ル
モ
ン

の
減
少
に
よ
り
骨
の
代
謝
の
バ
ラ
ン
ス

が
く
ず
れ
、骨
量
が
減
っ
て
い
き
ま
す
。

更
年
期
に
入
っ
た
ら
、食
事
の
見
直
し

と
運
動
習
慣
を
つ
け
る
こ
と
が
、今
後

の
骨
の
健
康
の
た
め
に
と
て
も
大
切
で

す
。骨
を
丈
夫
に
す
る
運
動
は
、骨
に

刺
激
を
与
え
る
運
動
で
す
。階
段
の
上

り
下
り
、か
か
と
を
上
げ
て
床
に
落
と

す
、ジ
ャ
ン
プ
な
ど
、下
半
身
に
負
荷
を

か
け
る
運
動
が
よ
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。　

老
年
期
に
向
け
て
、日
常
動
作

や
歩
行
・バ
ラ
ン
ス
運
動
な
ど
を
継
続

し
、転
倒
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が

骨
折
の
予
防
に
な
り
ま
す
。

　

40
歳
に
な
っ
た
ら
ま
ず
骨
粗
鬆
小

検
診
を
受
け
て
、自
分
の
骨
量
を
確
認

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。そ
の
後

も
定
期
的
な
検
診
で
、骨
の
状
態
を
気

に
か
け
て
く
だ
さ
い
。夕
張
市
立
診
療

所
で
も
、骨
密
度
検
査
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。検
診
を
し
っ
か
り
活
用

し
て
、丈
夫
な
骨
を
保
ち
、動
け
る
毎

日
を
過
ご
し
て
ほ
し
い
で
す
。

夕
張
市
立
診
療
所
婦
人
科
医
師

高
野　

ゆ
う
き

『見えない死神』　東えりか/著　集英社

・三頭の蝶の道（山田詠美）　・ひまわり（新川帆立）　・アトミック・ブレイバー（呉勝浩）
・さよならジャバウォック（伊坂幸太郎）　・こだま標本箱（谷瑞穂）　・高宮麻綾の引継書（城戸川りょう）
・変な地図（雨穴） ・百年文通（伴名練） ・アウト老のすすめ（みうらじゅん） ・飼い犬に腹を噛まれて（彬子女王）

☆新しく入った本

　書評家・東えりかさんの夫が突然の激しい腹痛のため入院した。腸閉塞だったが原因はわか
らず、適切な治療がなされない。夫が衰弱していく中、３か月後にようやく診断が出た。病名は

「原発不明がん」余命は数週間と言われる。転院をして抗がん剤治療を開始するが２週間で断
念。最期は夫を自宅で看取る。もっと早く転院させていれば。もっと自分に出来ることはなかっ
たのか？えりかさんは「希少がん」の一種である「原発不明がん」を知るため、夫の死後、医療関
係者を取材する。本書は夫の160日間の闘病の様子と、医療関係者への取材を記録したノンフ
ィクションである。

『見えな
新着図書のご紹介

問合せ先　りすた図書館　☎57－7583
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地域資源をつなぎながら 支えあい活動の推進をしています

令和８年２月吉日

夕張市生活支援コーディネーター　谷口・山田
社会福祉協議会内（☎56－6004） よりぬき

みんなで

第 号７４

12/17㈬ 南部・12/25㈭ 南清水沢にて各在宅

福祉サービス推進委員会によるクリスマス配

食が行われました。12月はサンタの衣装に着

替え、利用者のみなさんへお弁当とクリスマ

スケーキをお届けしています。

షൗËషোজૅÆࠢൢુ߀ǾáȜȂছঁІЬӢ

12/18㈭ ゆうばり小学校にて５年生を対
象に、市内介護施設のキャラバンメイト
による認知症サポーター養成講座が開催
されました。１7名の児童が参加し、認知
症の高齢者とどのように接すればよいか
を学びました。

ǜƜǆǠइŞ্ౖÆ౎૽ढǾȦáȈáືৃޣݙ

今月は真谷地集会所をご紹介します。
毎月第2・4木曜日、市の介護予防事業を
活用した活動や茶話会を行っています。
集会所は毎週木曜日解放されており、み
なさんで編み物を楽しんでいます。

Ӣࢳ ËࣥǾȶȼԷ௹फӡ
ॶ૚૾ࢳӢࣥ

南清水沢南　部
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広報ゆうばり

内内容 日日時 所場所 対対象 定定員 料料金 申申込 　電話 〆締切 他

内

日

所
申
他

その他

催 し

「広報ゆうばり かわら版」は、市民の皆さんの文化活動などの支援を目的とし、
市民の皆さんが行う講座や催し、サークルの会員募集など、市民の皆さんを対象
としたお知らせを掲載するページとして広く開放します。

『雪と遊ぼう！雪原を歩いた
り坂を滑ったり、雪の中でも遊
びはいっぱい！』

2月6日(金)、2月13日(金)
9：30～11：00
こじか保育園(集合場所)
57－7660(こじか保育園)
Facebookで保育の様子や

園開放の詳細、また夕張豊生会
のHPで保育園のペ
ージがご覧いただけ
ます

内

日

所

料

　

他

催 し

自然の中で過ごす里山保育
を行っています。定員10名の小
規模保育園です。

月～金曜日
7時30分-18時30分
月額 地域・一般：20,000円
職員・提携企業：5,000円

※2人目以降半額、3歳児以上は無償
鹿の谷2丁目13
給食あり。一時預

かりも可(半日/1日)
57－7660

こじか保育園　園児募集
（０～５歳児）

内

日
所

催 し

道の駅夕張メロードにて、
地域の活性化を目的にイベント
を開催します。「石炭ストーブ体
験」「歌謡ショー」「飲食屋台」

「お得商品の販売」「子ども冬遊
び体験」「大抽選会」など大人
から子どもまで楽しめる内容
を企画していますのでぜひお
越しください。

2月7日(土)10：00～14：00
道の駅夕張メロード

（紅葉山526番地19）

道の駅メロードで
夕張の冬を楽しもう！こじか保育園の園開放
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水
道
料
金
の

  
基
本
料
金
免
除
に
つ
い
て

令
和
７
年
度
冬
期
生
活

特
別
支
援
金
給
付
に
つ
い
て

物
価
高
対
応

　
　
　

子
育
て
応
援
手
当

　

昨
今
の
物
価
高
騰
に
よ
る
影
響
を

踏
ま
え
、市
民
お
よ
び
事
業
者
な
ど
の

経
済
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、国
の

「
重
点
支
援
地
方
交
付
金
活
用
事
業
」

と
し
て
令
和
７
年
12
月（
１
月
検
針
）

分
か
ら
令
和
８
年
３
月（
３
月
検
針
）

分
ま
で
の
４
か
月
間
の
水
道
使
用
基

本
料
お
よ
び
量
水
器（
メ
ー
タ
ー
）使
用

料
を一律
免
除
し
ま
す
。

　

検
針
票
に
は
通
常
料
金
が
記
載
さ

れ
ま
す
が
、水
道
料
金
の
基
本
料
金
を

免
除
し
て
か
ら
請
求
と
な
り
ま
す
。ま

た
、手
続
き
は
不
要
で
す
。

※
臨
時
用
給
水
お
よ
び
官
公
庁（
公

的
機
関
）は
減
免
の
対
象
か
ら
除

き
ま
す
。

問
合
せ
先

市
上
下
水
道
課
庶
務
係

 

☎
52
―
3
1
5
2

お
客
様
セ
ン
タ
ー（
ゆ
う
ば
り
麗
水
㈱
）

 

☎
53
―
2
0
1
1

　

エ
ネ
ル
ギ
ー・
食
料
品
価
格
な
ど
の

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
市

民
を
支
援
す
る
た
め
、国
の「
物
価
高

騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
」を
活
用
し
、低
所
得
世
帯
に
冬

期
間
の
原
油
価
格
の
上
昇
に
対
す
る

特
別
支
援
金
を
給
付
し
ま
す
。

支
給
対
象
世
帯

　

国
が
実
施
す
る
総
合
経
済
対
策
事

業
の一つ
と
し
て
、０
歳
か
ら
高
校
３
年

生
ま
で
の
子
ど
も
に
対
し
、一
人
当
た

り
２
万
円
の
物
価
高
対
応
子
育
て
応

援
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
児
童

・
令
和
７
年
９
月
分
の
児
童
手
当
の

支
給
対
象
児
童

・
令
和
７
年
10
月
１
日
か
ら
令
和
８

年
３
月
31
日
ま
で
に
出
生
し
た
児

童
支
給
対
象
者

・
令
和
７
年
９
月
分
の
児
童
手
当
受

給
者

・
令
和
７
年
10
月
１
日
か
ら
令
和
８

年
３
月
31
日
ま
で
に
出
生
し
た
児

童
の
保
護
者
の
う
ち
生
計
を
維
持

す
る
程
度
の
高
い
者

給
付
額　

児
童
一人
に
つ
き
２
万
円

支
給
時
期　

令
和
８
年
２
月
末
か
ら

順
次
支
給
予
定

支
給
方
法

【
児
童
手
当
受
給
者
】

　

原
則
、令
和
７
年
10
月
支
給
時
の
児

童
手
当
受
給
口
座
か
申
出
書
に
よ
り

届
け
出
た
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

※
口
座
が
解
約・変
更
な
ど
に
よ
り
振

込
み
が
で
き
な
い
場
合
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
、担
当
窓
口
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

【
申
請
を
行
っ
た
保
護
者
】

　

申
請
書
で
指
定
し
た
口
座
に
振
り

込
み
ま
す
。

手
続
き
に
つ
い
て

　

申
請
は
令
和
８
年
２
月
上
旬
か
ら

受
付
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

【
申
請
が
不
要
な
方
】

・
令
和
７
年
９
月
分
の
児
童
手
当
を

本
市
か
ら
受
給
し
た
方

・
令
和
７
年
10
月
１
日
以
降
に
出
生

し
た
児
童
分
の
児
童
手
当
の
申
請

を
令
和
令
和
8
年
1
月
末
ま
で
に

本
市
で
行
っ
た
方

・
令
和
７
年
10
月
１
日
以
降
に
離
婚

（
離
婚
調
停
中
な
ど
も
含
む
）し
、

令
和
8
年
1
月
末
ま
で
に
新
た
に

児
童
手
当
の
申
請
を
本
市
で
行
っ

た
方

【
申
請
が
必
要
な
方
】

・
所
属
庁
か
ら
児
童
手
当
を
受
給
し

て
い
る
公
務
員

・
令
和
７
年
10
月
１
日
以
降
に
出
生

し
た
児
童
分
の
児
童
手
当
の
申
請

を
令
和
8
年
1
月
末
ま
で
に
行
っ

て
い
な
い
方

・
令
和
７
年
10
月
１
日
以
降
に
離
婚

（
離
婚
調
停
中
な
ど
も
含
む
）し
、令

和
8
年
1
月
末
ま
で
に
児
童
手
当

の
申
請
を
本
市
で
行
って
い
な
い
方

【
申
請
期
限
】

令
和
８
年
２
月
27
日（
金
）

※
令
和
８
年
２
月
以
降
に
出
生
ま
た

は
離
婚
な
ど
に
よ
り
申
請
が
必
要

と
な
っ
た
方
は
、翌
月
末
ま
で
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
の
受
給
口
座
が
使
用
で
き

な
い
場
合

　

児
童
手
当
の
受
給
者
の
現
在
登
録

し
て
い
る
受
給
口
座
が
解
約
な
ど
に
よ

り
や
む
を
得
ず
使
用
で
き
な
い
場
合

は
、口
座
登
録
な
ど
の
届
出
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当
の
受

給
を
希
望
し
な
い
場
合

　

物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当
の

受
給
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、受
給
拒

否
の
届
出
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
す
。

問
合
せ
先

市
子
ど
も・子
育
て
支
援
係

 

☎
57
―
7
5
8
2

令
和
７
年
度
の
個
人
住
民
税
均
等
割

が
非
課
税
の
世
帯

支
給
額　

１
世
帯
あ
た
り
１
万
円

※
令
和
８
年
１
月
１
日
時
点
で
夕
張

市
に
住
民
登
録
が
あ
る
世
帯
が
対

象
で
す
。

※
令
和
７
年
１
月
２
日
時
点
で
夕
張

市
に
住
民
登
録
の
な
い
方
や
、未
申

告
者
の
い
る
世
帯
は
、給
付
要
件
の

税
情
報
が
確
認
で
き
な
い
た
め
現

在
支
給
対
象
外
と
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、市・道
民
税
申
告
書
を
提
出

す
る
こ
と
で
支
給
対
象
世
帯
に
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

申
請
方
法

　

支
給
対
象
世
帯
に
は
、１
月
下
旬
か

ら
世
帯
主
宛
て
に
案
内
を
お
送
り
し

て
い
ま
す
。内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

令
和
８
年
１
月
２
日
以
降
に
市・道

民
税
申
告
書
を
提
出
し
て
新
た
に
非

課
税
と
な
っ
た
世
帯
は
支
給
対
象
世

帯
に
該
当
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、

新
た
に
市
へ
給
付
金
の
支
給
申
請
が
必

要
で
す
。

　

申
請
書
類
が
必
要
な
方
は
、問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、個
人
情
報
保
護
の
観
点
か

ら
、本
給
付
金
の
支
給
対
象
か
否
か
に

つ
い
て
、個
別
で
の
回
答
は
し
て
お
り
ま

せ
ん
。

申
請
期
限　

３
月
27
日（
金
）

給
付
金
を
装
っ
た
詐
欺
に
ご
注
意

・
夕
張
市
か
ら
Ａ
Ｔ
Ｍ
な
ど
の
操
作
を

お
願
い
す
る
こ
と
は
、絶
対
に
あ
り

ま
せ
ん
。

・
夕
張
市
が
支
給
の
た
め
に
手
数
料

の
振
込
を
求
め
る
こ
と
は
、絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先　

市
生
活
福
祉
係

 

☎
52
―
1
0
5
9
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所
得
税
と
市・道
民
税
の

　

障
害
者
控
除
対
象
者

　
　
　
　

 

認
定
書
の
交
付

令
和
８
年
度

 

市・道
営
住
宅
使
用
料
の

　

減
額
申
請
手
続
き
を

　
　
　

受
け
付
け
て
い
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
は

　
　
　
「
口
座
振
替
」で
！

引
越
し
前
に
電
気
の

　
　

  

申
込
み
を
忘
れ
ず
に

　

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
方
で
も
、65
歳
以
上
で

介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方

は
、障
が
い
者
に
準
ず
る
も
の
と
し
て

障
害
者
控
除
の
対
象
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、要
支
援・要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
方
か
ら
の
申
請
に
基
づ

き
、介
護
保
険
主
治
医
意
見
書
の
内

容
に
よ
り
審
査
し
、障
害
者
控
除
を
受

け
る
た
め
の
認
定
書
を
発
行
し
ま
す
。

　

こ
の
認
定
書
で
、令
和
7
年
分
の
所

得
税
と
市・道
民
税
の
申
告
時
に
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

認
定
の
対
象
者（
次
の
い
ず
れ
に
も
該

当
す
る
方
）

①
要
支
援・要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
満
65
歳
以
上
の
方

②
認
知
症
ま
た
は
寝
た
き
り
状
態

（
お
お
む
ね
６
か
月
以
上
）で
、日
常

生
活
に
支
障
の
あ
る
方

認
定
基
準
日　

令
和
7
年
12
月
31
日

申
請
場
所　

市
介
護
保
険
係
、南
支

所
、各
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

申
請
に
必
要
な
も
の

介
護
保
険
被
保
険
者
証

申
請
方
法　

申
請
場
所
の
窓
口
に
用

意
し
て
あ
る
申
請
書
に
、必
要
事
項
を

記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。随
時
受

付
し
ま
す
。

申
請
期
限　

３
月
６
日（
金
）

受
付
場
所　

市
役
所
３
階
建
築
住
宅

係
、夕
張
市
営
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー
、

南
支
所

※
２
月
19
、20
日（
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
）の
期
間
は
、り
す
た（
多
目
的

室
）に
お
い
て
、臨
時
窓
口
を
開
設

し
ま
す
。

※
19
日（
多
目
的
室
２
）、20
日（
多
目

的
室
３
）

必
要
書
類

①
住
宅
使
用
料
減
額
申
請
書

②
収
入
の
わ
か
る
書
類（
源
泉
徴
収

票
、確
定
申
告
書
の
控
え
、年
金
通

知
書
な
ど
）

※
入
居
者
全
員
分
必
要
で
す
。

※
年
金
通
知
書
は
、個
人
年
金・遺
族

年
金・障
害
年
金
も
必
要
で
す
。

③
印
鑑

※
シ
ャ
チ
ハ
タ
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

④
身
体
障
害
者
手
帳（
等
級
１
級
〜

３
級
）

⑤
令
和
７
年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費
の

領
収
書

※
市
営
住
宅
入
居
中
の
方
の
み
必
要

で
す
。

※
医
療
機
関
への
交
通
費
は
、日
付・乗

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、口
座

振
替
を
利
用
す
る
と
納
め
忘
れ
も
な

く
安
心
で
す
。

　

口
座
振
替
を
希
望
す
る
方
は
年
金

番
号
が
わ
か
る
書
類
・
通
帳
・
届
出
印

を
お
持
ち
の
う
え
、年
金
事
務
所
・
市

市
民
係・金
融
機
関
の
い
ず
れ
か
で
手

続
き
を
行
って
く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
が
割
引
に
な
る「
早
割
」

「
６
か
月
前
納
」「
１
年
前
納
」「
２
年

前
納
」「
２
年
前
納（
４
月
開
始
）」も

あ
り
、大
変
お
得
で
す
。

　

い
つ
で
も
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、申
し
込
み
の
時
期
に
よ
っ
て
初

回
の
振
替
期
間
が
異
な
り
ま
す
。直

近
の
４
月
か
ら
２
年
前
納
の
開
始
を

希
望
す
る
場
合
は
、「
２
年
前
納（
４

月
）」を
選
択
し
、２
月
末（
必
着
）ま
で

　

令
和
８
年
５
月
か
ら
、引
越
し
な
ど

で
電
気
を
使
う
際
は
、ほ
く
で
ん
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
電
気
電
気
メ
ー
タ
ー

の
通
電（
遠
隔
操
作
）が
必
要
に
な
り

ま
す
。

　

使
用
開
始
希
望
日
か
ら
電
気
を
使

う
た
め
に
は
、ま
ず
契
約
し
た
い
電
力

会
社
へ
使
用
開
始
の
手
続
き
を
済
ま

せ
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。ほ
く

で
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、電
力
会
社
か
ら

の
申
込
み
を
受
け
て
、使
用
開
始
日
ま

で
に
通
電
を
行
い
ま
す
。電
気
の
使
用

が
決
ま
っ
た
ら
、早
め
に
電
力
会
社
へ
お

手
続
き
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、電
力
会
社（
小
売
電
気
事
業

者
）は
、 

一
般
家
庭
や
企
業
に
電
気
を

販
売
す
る
会
社
で
、一
覧
は
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
確
認
で

き
ま
す
。

問
合
せ
先

ほ
く
で
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱

栗
山
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

☎
0
1
2
3
―
72
―
1
0
7
1

問
合
せ
先　

市
介
護
保
険
係

 

☎
52
―
3
1
6
4

降
場
所・料
金
の一
覧
表
を
作
成
し

て
く
だ
さ
い（
バ
ス
や
Ｊ
Ｒ
な
ど
の
公

共
交
通
機
関
を
使
用
し
た
場
合
の

み
該
当
し
ま
す
）。

※
④・⑤
に
つ
い
て
は
、該
当
す
る
方
の

み
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

令
和
７
年
度
中
に
収
入
に

変
動
が
あ
っ
た
場
合
は
、問
合
せ
先
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

市
建
築
住
宅
係 

☎
52
―
3
1
1
9

夕
張
市
営
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー

 

☎
57
―
7
5
9
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に
申
出
書
を
日
本
年
金
機
構
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

岩
見
沢
年
金
事
務
所

☎
0
1
2
6
―
25
―
1
5
7
0

市
市
民
係 

☎
52
―
3
1
0
4

「みんなでつくる夕張の記憶ミュージアム」Episode 91

懐かしい夕張の写真をお寄せください。
下記フェイスブックに投稿または清水沢コミュニティゲート（宮前町39 
宮コ23）に持参いただくか、市地域振興係でも受け付けています。

「みんなでつくる夕張の記憶ミュージアム」　https://yubarinokioku．net/ 
フェイスブックページ　https://www．facebook．com/yubarinokioku/ 
夕張の記憶ミュージアム実行委員会（幹事・清水沢プロジェクト　☎57－7463）

（市地域振興係　☎52－3141）

▼この写真は下記でもご覧いただけます。

「閉山後の平和地区。若菜東小学校・北炭機械も」
渡津澄夫さん所蔵、1970年代後半
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長
期
不
在
時
の
水
道
の

　
　

閉
栓
手
続
き
に
つ
い
て

大
雪
に
備
え
ま
し
ょ
う

夕
張
高
等
養
護
学
校

　
　
　
　
　

授
業
一
般
公
開

栗
山
警
察
署
か
ら
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

　

引
越
し
や
出
張・入
院
な
ど
で
長
期

間
水
道
を
使
用
し
な
い
場
合
、使
用
停

止
の
届
出
を
行
う
と
と
も
に
必
ず
水

落
と
し
を
行
い
、屋
外
に
あ
る
止
水
栓

止
め
を
行
って
く
だ
さ
い
。

　

老
朽
化
や
厳
冬
期
の
凍
結
な
ど
で

宅
内
の
給
水
管
の
破
損
に
よ
る
漏
水

が
発
生
し
、水
道
料
金
が
高
額
に
な
る

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。給
水
管
は
市
の

所
有
物
で
は
な
く
、給
水
管
か
ら
漏
水

が
発
生
し
た
場
合
の
水
道
料
金
な
ど

費
用
は
利
用
者
へ
請
求
し
ま
す
。適
切

な
水
道
利
用
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
止
水
栓
止
め
を
行
う
場
合
は
、市
で

定
め
る
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業

者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い（
指
定
事

業
者
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
）。

問
合
せ
先

市
上
下
水
道
課
管
理
係

 

☎
52
―
3
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お
客
様
セ
ン
タ
ー（
ゆ
う
ば
り
麗
水
株

式
会
社
） 

☎
53
―
2
0
1
1

　

本
格
的
な
雪
の
季
節
を
迎
え
ま
し

た
。晴
れ
た
日
に
広
が
る
白
銀
の
景
色

は
美
し
く
、ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
む
に
は
絶
好
の
時
期
で
す
。し
か
し

一方
で
、大
雪
は
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

大
雪
は
、冬
型
の
気
圧
配
置
や
発
達

し
た
低
気
圧
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
気
象

条
件
が
重
な
る
こ
と
で
発
生
し
ま
す
。

降
雪
量
が
多
く
な
る
と
、自
動
車
や
電

車
が
動
け
な
く
な
る
な
ど
、交
通
へ
の

影
響
が
出
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

大
雪
が
予
想
さ
れ
る
際
は
、目
的
地

へ
の
ル
ー
ト
変
更
を
検
討
し
た
り
、不

要
不
急
の
外
出
は
控
え
た
り
す
る
な

ど
、早
め
の
備
え
が
大
切
で
す
。

　

気
象
台
で
は
、大
雪
に
よ
り
重
大
な

災
害
の
起
こ
る
お
そ
れ
が
あ
る
時
は
大

雪
警
報
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、降
雪
の
予
想
や
積
雪
の
状
況

　

夕
張
高
等
養
護
学
校
で
、授
業
の一

般
公
開
を
開
催
し
ま
す
。本
校
の
学

習
活
動
に
つ
い
て
地
域
の
方
に
も
知
っ

て
い
た
だ
く
機
会
と
し
て
実
施
し
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
来
校
く
だ
さ
い
。何
か
ご

◆
令
和
８
年
度（
第
１
回
）北
海
道
警

察
官
採
用
試
験
受
験
者
募
集

北
海
道
は
私
た
ち
が
守
る

　

警
察
官
の
仕
事
は
、交
番
勤
務
や
犯

罪
捜
査
、防
犯
活
動
、交
通
指
導
取

締
、災
害
救
助
な
ど
多
岐
に
渡
り
ま

す
。上
司
や
同
僚
、部
下
な
ど
の
仲
間

と
共
に
、同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
仕
事

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ｏ
Ｎ
、Ｏ
Ｆ
Ｆ
の
あ
る
職
場
！

　
　
　

仕
事
も
私
生
活
も
充
実
！

　

北
海
道
警
察
は
仕
事
の
や
り
が
い

は
も
ち
ろ
ん
、私
生
活
も
大
切
に
す
る

組
織
で
す
。 

休
暇
や
給
料
、育
児
や
介

護
と
の
両
立
な
ど
、私
生
活
も
充
実
さ

せ
た
い
方
に
と
っ
て
魅
力
あ
ふ
れ
る
組

織
で
す
。

ま
ず
は
北
海
道
警
察
を
知
ろ
う

　

北
海
道
警
察
で
は
、各
種
説
明
会
や

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。ま
ず

は
、説
明
会
な
ど
に
参
加
し
て
、知
る
こ

と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。説
明
会
な
ど

の
案
内
は
、北
海
道
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
採
用
セ
ン
タ
ー
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、警
察
官
採
用
試
験
に
関
す
る

詳
細
は
栗
山
警
察
署
ま
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◆
免
許
証
更
新
手
続
で
オ
ン
ラ
イ
ン

予
約
制
が
始
ま
り
ま
す
！

　

令
和
８
年
２
月
１
日（
日
）か
ら
運

転
免
許
証
の
更
新
手
続
で
、「
オ
ン
ラ

イ
ン
予
約
制
」が
始
ま
り
ま
す
。

対
象
会
場

　

札
幌
運
転
免
許
試
験
場（
日
曜
日

の
み
予
約
必
要
）、中
央
優
良
運
転
者

免
許
更
新
セ
ン
タ
ー
、厚
別
優
良
運
転

者
免
許
更
新
セ
ン
タ
ー

※
高
齢
者
講
習
、オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
受

講
済
み
の
方
は
予
約
不
要
で
す
。

予
約
方
法

　

更
新
連
絡
書（
更
新
は
が
き
）が
届

い
た
方
か
ら
、更
新
は
が
き
に
記
載
の

Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン

で
予
約
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

詳
し
く

は
、北
海
道
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

栗
山
警
察
署

☎
0
1
2
3
―
72
―
0
1
1
0

不
明
な
点
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、本

校
教
頭
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日　

時　

３
月
４
日（
水
）３・４
校
時

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
10
分

「
作
業
学
習
」

場　

所　

夕
張
高
等
養
護
学
校（
夕

張
市
千
代
田
7
番
地
の
１
）

問
合
せ
先

夕
張
高
等
養
護
学
校（
教
頭
あ
て
）　

 

☎
56
―
5
5
3
0

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

こ
ま
め
に
最
新
の
情
報
を
確
認
し
、安

全
に
冬
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先　

市
消
防
本
部
保
安
係

 

☎
53
―
4
1
2
1

積雪状況▶
（気象台）　

◀今後の雪
　（気象庁）

選挙人名簿抄本の閲覧について
公職選挙法の規定による選挙人名簿抄本の令和７年の閲覧状況をお知らせします。

在外選挙人名簿抄本の閲覧はありませんでした。

問合せ先　市選挙管理委員会　☎52－3142

閲覧年月日 閲覧申出者 利用目的 閲覧対象範囲

令和７年10月2日
東京都千代田区大手町1－7－1
読売新聞東京本社編集局

世論調査部長　大田　健吾
世論調査対象者抽出のため 第11投票区
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　1月7日、拠点複合施設りすたで新春書初め
大会が開催されました。
　書道ボランティアの皆さんとともに、小中学
生や地域の方々が筆を取り、正月らしい言葉や
字面が気に入った文字、今の思いを込めた言葉
などを思い思いに書き上げました。
　終始穏やか雰囲気で行われた大会でしたが、
筆を取ると大人も子どもも自然と表情が引き
締まり、一年の思いを書に託す真剣さが伝わり
ました。

新春書初め大会

　1月11日、拠点複合施設りすたで「令和8年　
二十歳を祝う会」が開かれました。
　実行委員長や来賓の夕張市長から送られた
お祝いとエールに、振袖やスーツ姿の参加者は
真剣に耳を傾けていました。式典では、二十歳
代表によるあいさつも行われ、緊張の中にも決
意を感じさせる姿が印象的でした。
　その後、別室で行われた「ふれあいパーティ
―」では表情もほぐれ、久しぶりに顔を合わせ
た友人同士が語らい、和やかな時間を過ごして
いました。

令和8年　二十歳を祝う会
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今後の夕張の観光について考える

　1月14日、拠点複合施設りすたで「今後の夕
張の観光について考える」が開催されました。
　市内で観光に携わる方々の視点を活かして
夕張の新たな観光のあり方を検討するため、観
光振興に知見を持つ専門家を招き、夕張の観光
事業者や小売店、市関係者が集まりました。
　意見交換では、メロンやスキー、石炭といった
夕張の強みを改めて共有するとともに、情報発
信の強化など、今後の観光を進めるうえで整え
ていくべき点について認識を深めました。
　今後も回を重ねながら、具体的な取り組みに
つなげていくための話し合いを進めていきま
す。

　1月20日、自然公園関係功労者環境大臣表
彰の伝達式が行われ、夕張岳の保護活動に長
年取り組んできた貫洞昌美さんに表彰状が贈
られました。
　式典では、空知総合振興局長から表彰状が
手渡され、市長からも、自然保護にかけてきた
長年の歩みをたたえる言葉が贈られました。
　貫洞さんはあいさつの中で、高山植物の盗掘
から夕張岳を守るため、危険を伴う場面にも立
ち向かってきたことや、木道整備をはじめとす
る保護活動の苦労を語りました。

自然公園関係功労者環境大臣表彰伝達式
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昨
年
末
、
札
幌
に
住
ん
で
い
る
同
級
生
か
ら
「
札
幌
線
の
都
市
間

バ
ス
が
廃
止
さ
れ
た
が
、
夕
張
に
帰
省
す
る
手
段
は
Ｊ
Ｒ
の
み

か
？
」
と
の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
実
家
が
夕
張
市
の
北
側
に
あ
る

同
級
生
は
、
こ
れ
ま
で
は
乗
り
換
え
な
し
で
実
家
近
く
ま
で
行
け
る

都
市
間
バ
ス
を
利
用
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

私
は
２
つ
の
方
法
を
伝
え
ま
し
た
。
一
つ
は
Ｊ
Ｒ
と
夕
鉄
バ
ス
市

内
線
を
乗
り
継
ぐ
方
法
。
も
う
一
つ
は
市
外
線
デ
マ
ン
ド
交
通
を
利

用
す
る
方
法
で
す
。
デ
マ
ン
ド
交
通
に
つ
い
て
は
事
前
に
利
用
者
登

録
と
予
約
を
行
え
ば
、
市
外
に
住
ん
で
い
て
も
利
用
で
き
る
こ
と
も

説
明
し
ま
し
た
。

　

年
明
け
に
帰
省
の
様
子
を
聞
く
と
、
市
外
線
デ
マ
ン
ド
交
通
を
利

用
し
た
と
の
こ
と
。
夕
張
へ
の
来
訪
者
を
増
や
す
た
め
も
っ
と
Ｐ
Ｒ

す
べ
き
で
は
な
い
か
？
と
の
ご
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
市
外
線
デ

マ
ン
ド
交
通
で
の
移
動
そ
の
も
の
は
快
適
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

こ
う
し
た
公
共
交
通
を
取
巻
く
状
況
は
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
お

り
、
地
方
だ
け
で
な
く
都
市
部
で
も
路
線
廃
止
や
減
便
が
相
次
い
で

い
ま
す
。
本
年
４
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
は
北
海
道
中
央
バ
ス
が
札
幌

圏
10
路
線
を
廃
止
す
る
と
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
同
社
で
は
令
和
７

年
春
に
も
９
路
線
を
廃
止
し
て
お
り
運
転
手
不
足
が
極
め
て
深
刻
で
あ

人　口 5,766人(－24人)
　男 2,734人(－10人)
　女 3,032人(－14人)

世帯数 3,544世帯(－21世帯)
（　）は前月比

※住民基本台帳法の改正に伴い、
　外国人住民が含まれています。

次
号
、広
報
ゆ
う
ば
り
3
月
号
は
、

2
月
27
日
に
配
布
し
ま
す
。

令和８年１月１日　現在
夕張市の情報はこちらから

夕張市ホームページ
※QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

夕張市 X（旧Twitter）

る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　

夕
張
市
で
は
、
市
民
の
市
外
へ
の
移
動
手
段
を
確
保
す
る
た
め
、
市

外
線
デ
マ
ン
ド
交
通
を
運
行
し
、
地
域
の
足
を
守
る
取
組
み
を
続
け
て

い
ま
す
。

　

導
入
に
あ
た
っ
て
は
当
初
か
ら
、
「
特
に
通
院
な
ど
、
市
民
の
移
動

手
段
の
確
保
が
必
要
」
と
い
う
実
情
に
応
え
る
こ
と
、
加
え
て
「
持
続

可
能
な
代
替
交
通
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
検
討
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
こ
の
考
え
の
も
と
、
市
が
主
体
と
な
り
、
複
数
の
交
通
事
業

者
と
連
携
し
な
が
ら
、
安
定
的
に
事
業
が
継
続
で
き
る
よ
う
運
行
し
、

今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
は
一
日
平
均
22
名
の
お
客
様
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

が
、
市
外
へ
お
出
か
け
の
際
や
、
市
外
に
お
住
ま
い
の
ご
家
族
に
も
ぜ

ひ
利
用
者
登
録
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　

ま
た
Ｊ
Ｒ
に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年
に
石
勝
線
夕
張
支
線
が
廃
線
と

な
っ
て
以
降
、
夕
張
市
民
の
皆
様
は
「
特
急
代
用
証
（
※
）
」
に
よ

り
、
特
急
列
車
を
普
通
運
賃
で
南
千
歳
駅
ま
で
（
札
幌
方
面
）
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
ち
ら
も
市
外
へ
の
移
動
手
段
の
一
つ
と
し

て
、
ご
利
用
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

　

地
方
の
交
通
は
、
「
使
う
こ
と
」
が
「
守
る
こ
と
」
に
つ
な
が
り
ま

す
。
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

そ
し
て
最
後
に
お
願
い
で
す
！
ご
利
用
さ
れ
る
方
の
マ
ナ
ー
も
持
続

し
て
い
く
た
め
の
重
要
な
要
素
で
す
。
市
外
線
デ
マ
ン
ド
交
通
の
ご
利

用
に
際
し
ま
し
て
は
時
間
厳
守
、
乗
降
場
所
厳
守
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

※
指
定
席
に
空
席
が
あ
る
場
合
着
席
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
新
夕
張
駅

窓
口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

夕
張
市
長　

厚　

谷　
　

司

市長コラム

市外への移動は

夕張市総務企画課総務係　北海道夕張市本町４丁目２番地　☎0123－52－3170
夕張市ホームページ　https://www.city.yubari.lg.jp
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